
 
 
 
 

 
 

   ともに生きるということ                              

             校長 出井 玲子                                                                       

  

 例年を越える暑さと早い梅雨明けの中、１学期最終の７月を迎えることとなりました。          

先月は、６年生の下田移動教室や３年生の社会科見学など、校外学習を実施することが出来ました。

子供たちが、自然に触れて感動し寝食を共にする楽しさと大変さを実感する様子、自分の住む地域

を歩き、歴史と文化について目を丸くして見聞きする様子に、改めて体験学習の意義を感じました。   

どこに行っても五峡の子がきちんとあいさつすることを褒められました。それは、校外学習が感染

症予防を始め多くの方のお力添えで実施できていることを子供たち自身が実感し、自ずと出た感謝

の気持ちに他ならなかったと思います。                     

  目標 14「海の豊かさを守ろう」、目標 15「陸の豊かさも守ろう」（ＳＤＧｓ１７の目標）           

◯その６年生の下田移動教室での話です。下田海中水族館では、「イルカ教室」に参加しました。

いわゆるショーではなく、イルカは魚ではなく動物に類する、という話から生態や水族館での飼育

の様子・飼育員さんとの絆のお話などを伺うものでした。その中で水族館の機能として次の４つを

教えていただきました。海の生き物の①見学やショーなどの場、②生態系についての教育、③飼育

・繁殖の研究、④種の保存、でした。特に、③④は、水族館が担う部分が大きく、動物園とともに

海や陸の生き物を絶滅の危機から救う大切な役割をもつ最後の砦でもあると知りました。魚や動物

の過度な訓練による曲芸なども見直されていると聴きました。私は、これまで水族館や動物園をま

るで遊戯施設のように思って、子供たちと一緒にパンフレット片手にショーや曲芸などを見て回っ

ていたことにハッとさせられました。生き物の命に触れたり、癒されたりしながら、「見てるだけ」

ではなく「ともに生きる」存在という意識をもつことが大切であると感じました。      

＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝※＝      

「読書」や「探索体験」を通した好奇心から始まる学びの充実のために          

◯本校では、特色ある教育活動の一つに「読書活動の充実」を掲げています。今年

度はタブレット端末を活用したデジタルコンテンツを取り入れました。 電子書籍

（３年生以上活用）と百科事典コンテンツ（全学年活用）です。電子書籍は２０社以

上の本が検索対象です。紙の書籍と合わせて有効に活用していきます。今後、一人一

人に配布されるＩＤとパスワードを入力すれば、どこでも検索できますので夏休みの

学習でも大いに活用してください。 
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 五峡小ホームページ                                   

http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI5HAKETA-E/ 

     【学校教育目標】 「かしこい子」 「やさしい子」 「たくましい子」 

 

電子書籍の検索画面 

 



 

 

 

 

 

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 金 避難訓練 みんなの下水道（４年） 

２ 土  

３ 日  

４ 月 全校朝会 委員会活動 

５ 火  

６ 水 
B時程 ４時間授業 

５－２のみ研究授業のため５時間授業 

７ 木 
安全指導朝会 ５時間授業（４５６年） 

保護者会（４５６年）１４：４５～ 

８ 金 
セーフティ教室（１２３年） 

保護者会（１２３年）１４：４５～ 

９ 土 土曜授業公開日 高学年リレー（３校時） 

１０ 日  

１１ 月 全校朝会 クラブ活動 

１２ 火 セーフティ教室（４５６年） 

１３ 水 お楽しみ集会 

１４ 木 あらかわ環境・星空学習（４年） 

１５ 金 なかよし班清掃 ５時間授業 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月 海の日 

１９ 火  

２０ 水 午前授業 終業式 給食終 大掃除 

２１ 木 夏季休業日 

２２ 金 夏季水泳指導（前期）始 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月  

２６ 火  

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金 夏季水泳指導（前期）終 

３０ 土  

３１ 日  

 

 

７月の生活目標「時間を守って行動しましょう」 

 1学期ももうすぐ終わりです。夏休み前に「時間を守るこ

と」について確認しましょう。「時間を守ること」は、「あ

いさつをすること」と同じように、生涯大切にしていきたい

約束です。 

 時間はお金では買えないかけがえのないものであるとい

うことを実感している人もいるでしょう。友達や家族が約束

の時間に遅れてくると、楽しく過ごす時間が減ってしまい寂

しく思います。しかし、きちんと時間を守ってくれると、楽

しい時間が増え、一緒に過ごす時間や自分のことを大切に思

ってくれているのだなと思えるでしょう。 

 まずは、朝の登校時間を守りましょう。8時15分から8

時25分までが登校時間です。ご家庭でもご協力をお願いし

ます。       生活指導部  

 

 
 

 

 

６月１７日（金）より、水泳学習が始まりました。

安全第一で進めるために、全校朝会できまりについ

ての話がありました。また、運動委員会によるバデ

ィの仕方や笛の合図での動き方について動画を使

っての分かりやすい説明もあり、大事な約束事の確

認ができました。引き続き感染症予防に留意しなが

ら、本格的に学習に臨んでいます。 

左記の通り、夏休みも水泳学習を計画していま

す。水泳好きが増えますように。チャレンジお待 

ちしています。 

 

体育的行事委員会  

～３年生「社会科見学」～ 

 ３年生は、社会科が始まり、副読本『わたしたちの荒川区』

を活用して、荒川区の土地や交通の様子、公共施設や歴史の

ある建物などについて学習してきました。6月30日（木）

は、バスに乗って荒川区巡りや実際に諏訪台方面を歩いて、

学んだことを確かめてきました。「電車が下のほうを走って

いる。」「神社は、高いところに建てられているね。」など、

目を輝かせて意欲的にメモを取っていました。教室では学べ

ないたくさんのことを学ぶことができました。このような体

験的な学習も大切にしていきたいです。 

 

～６年生「下田移動教室」～ 

 ６月２０日（月）～２２日（水）に下田移動教室へ行って

きました。昨年よりも１泊長いこともあり、行く前から子供

たちはとても楽しみにしていました。 

 伊豆シャボテン動物公園と下田海中水族館では、多くの生

き物を間近に見ることができました。黒船遊覧船のクルーズ

ではペリー来航の歴史に触れ、生命の星・地球博物館では、

私たちの住んでいる地球について知りました。 

 集団生活の中で、それ 

ぞれの役割に責任をもって 

行動したり、時間を守って 

行動したりできました。 

移動教室でできるように 

なったことを、今後の学校 

生活でも頑張ってほしいです。 


